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八
木
ケ
鼻
有
機
の
会

　
令
和
元
年
５
月
30
日
五
月
晴
の
下
、
多
く

の
関
係
者
が
見
守
る
な
か
当
地
で
有
機
米
の

田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
の
地
域
は

下
田
地
区
で
も
最
奥
地
で
最
も
過
疎
化
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
昨
年
の
秋
口
に

市
か
ら
こ
の
地
区
の
活
性
化
の
方
策
と
し
て

有
機
米
栽
培
の
提
案
が
あ
り
、
各
地
区
で
協

議
の
結
果
、
２
名
の
作
付
け
希
望
者
が
あ
り

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
八
木

ケ
鼻
有
機
の
会
（
藤
田
九
五
会
長
）」
を
結

成
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
先
進
地
視
察
、
技
術
講
習
、
認

証
講
習
な
ど
短
期
間
に
多
く
の
課
題
を
乗
り

越
え
て
田
植
え
の
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
「
三
条
市
有
機
農
業
連

絡
協
議
会
」
の
山
崎
会
長
、
板
垣
局
長
を
は

じ
め
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
か
ら
栽
培
指
導
、
先

進
地
の
案
内
、
さ
ら
に
育
苗
（
ポ
ッ
ト
苗
）、

田
植
え
機
の
手
配
な
ど
熱
心
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
有
機
米
の
栽
培
は
雑
草
と
の
闘
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
と

思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
有
機
米
の
栽
培
が

地
域
に
根
付
き
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
原
田
）
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三
条

　大
島
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
㈱

　
昨
年
末
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
大
島
ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
㈱
を
紹
介
し
ま
す
。

・
設
立
日
　
　
平
成
30
年
12
月
25
日

・
所
在
地
　
　
代
官
島
１
６
２

・
地
　
区
　
　
大
島
地
区

・
構
成
員
　
　
16
名

　
　
　
　
　
　
（
構
成
農
家
戸
数
14
戸
）

・
経
営�

面
積
　
33�
ha
　
水
稲
栽
培
（
つ

き
あ
か
り
、
わ
た
ぼ
う
し
、
こ

が
ね
も
ち
、
従
来
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
、
新
之
助
）

・
設
立�

目
的
　
個
人
で
の
規
模
拡
大
及

び
担
い
手
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
集
落
営
農
に
取
り
組

み
、
地
域
の
活
性
化
及
び
未
来

の
農
業
を
守
る
と
い
う
目
的
で

設
立
し
た
。

・
組
織�

形
態
　
個
人
で
水
田
の
作
付
け

と
刈
取
り
を
行
い
、
組
織
で
新

設
す
る
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

乾
燥
調
整
を
行
う
形
態
を
と
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、ラ
イ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
規
模
は
、
70
石
の
乾

燥
機
が
３
台
設
置
さ
れ
る
予
定

で
す
。（
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
開
設
は
、
今
年
夏
の
予
定
で

す
。）

・
今
後�

の
目
標
　
経
営
面
積
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。（
２
年
後
に

は
40�
ha
の
確
保
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。）
こ
れ
に
伴
い
、
農

地
の
集
積
・
集
約
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
、
作
業
環
境
の
改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
お
話
し
を
伺
っ
た
代
表
の
猪
熊

さ
ん
と
役
員
の
渡
辺
さ
ん
か
ら
は
、

「
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
収

益
の
拡
大
及
び
今
後
の
高
齢
化
に
対
す

る
担
い
手
不
足
を
解
消
し
た
い
。」
と

の
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
思

い
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
も

地
域
の
活
性
化
の
た
め
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
清
野
、
井
上
）

栄
北
小
学
校
メ
ロ
ン
授
業

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の�

�

メ
ロ
ン
を
作
ろ
う

　
６
月
21
日
、
栄
北
小
学
校
で
15
年
ほ

ど
続
く
メ
ロ
ン
授
業
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
に
隣
接
す
る

ハ
ウ
ス
に
約
70
本
の
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン

が
植
わ
っ
て
ま
し
た
。
毎
年
３
年
生
の

総
合
学
習
で
苗
の
植
付
け
、
受
粉
、
玉

吊
り
の
作
業
を
行
い
、
こ
の
日
は
つ
る

つ
る
の
メ
ロ
ン
の
表
面
に
釘
で
傷
を
つ

け
、
個
性
的
な
網
目
模
様
に
成
長
さ
せ

る
た
め
の
授
業
で
す
。
20
人
の
子
供
達

は
、
思
い
思
い
に
釘
を
動
か
し
ま
す
。

収
穫
は
８
月
３
日
の
予
定
で
、
親
子
で

一
緒
に
行
う
そ
う
で
す
。
メ
ロ
ン
授
業

は
見
て
も
食
べ
て
も
楽
し
め
、
子
供
達

が
大
人
に
な
っ
て
も
思
い
出
に
残
る
ぜ

い
た
く
な
授
業
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
授
業
の
指
導
、
ハ
ウ
ス
の

管
理
は
、
ご
近
所
の
農
家
の
安
達
徳
明

さ
ん
で
す
。

　
収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
吉
田
）
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下
田
　入
倉

　健

①
自
己
紹
介
を
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
五
泉
市
出
身
で
、
高
校
卒
業
後
は
地

元
を
離
れ
、
北
海
道
や
熊
本
県
等
で
農

業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
下

田
の
鹿
峠
地
区
で
畑
を
借
り
、
3
月
に

新
規
就
農
し
た
ば
か
り
で
す
。
ま
だ
下

田
の
事
は
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
の
若

輩
者
で
す
が
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

②�

な
ぜ
下
田
で
農
業

を
始
め
よ
う
と
考

え
ま
し
た
か
？

　
ア
グ
リ
ナ
ビ
と
い

う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、

三
条
市
が
新
規
就
農

支
援
の
事
業
を
し
て

い
る
事
を
知
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
新
潟

に
戻
ろ
う
と
決
意
し
て
農
業
関
係
の
情

報
を
集
め
て
い
た
時
で
、
先
進
農
業
者

の
下
で
勉
強
出
来
る
事
に
興
味
を
持
っ

て
、
三
条
市
の
事
業
に
応
募
し
ま
し
た
。

③�

研
修
先
の
茨
城
県
「
久
松
農
園
」
は

ど
う
で
し
た
か
？

　
久
松
農
園
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
多

種
多
様
な
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
、
お

客
様
に
直
接
届
け
て
い
ま
す
。
そ
の
栽

培
体
系
や
、
届
け
る
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
方
法
、
お
客
様
と
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
栽
培

に
集
中
す
る
為
に
会
計
業
務
等
を
外
部

委
託
し
て
い
る
事
な
ど
、
非
常
に
多
く

の
事
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

ら
全
て
の
経
験
と
情
報
、
人
と
の
繋
が

り
が
今
の
自
分
の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
今
年
は
ど
の
よ
う
に
し
た
い
で

す
か
？

　
ま
ず
今
年
は
、
学
ん
だ
事
を
栽

培
上
再
現
出
来
る
の
か
と
い
う

事
、
つ
ま
り
ど
う
い
っ
た
作
物
が

下
田
の
畑
で
作
り
や
す
く
作
り
に

く
い
の
か
と
い
っ
た
事
が
課
題
で

す
。
全
て
が
初
め
て
の
事
で
、
戸

惑
う
事
ば
か
り
で
す
が
、
臆
す
る

事
無
く
色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
地

域
の
方
や
、
先
輩
農
家
の
方
と
も

仲
良
く
な
っ
て
、
人
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

⑤
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

　
「
こ
の
野
菜
の
味
は
入
倉
さ
ん

の
味
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

様
な
美
味
し
い
野
菜
を
作
っ
て
、

お
客
さ
ん
に
自
分
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
え
る
事
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
何
回
も
リ
ピ
ー
ト
し
て
貰

え
る
様
な
、
複
雑
で
独
特
だ
け
ど
美
味

し
い
野
菜
を
作
り
た
い
で
す
。
長
期
的

な
目
標
は
、
下
田
地
域
の
方
と
協
力
し

合
っ
て
、
下
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
事

で
す
。

　
私
は
、
下
田
に
移
住
し
て
本
当
に
景

観
が
美
し
く
、
山
菜
も
採
れ
て
、
野
菜

作
り
に
も
適
し
て
い
る
こ
の
地
域
を
と

て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力

を
丸
ご
と
伝
え
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に

地
域
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
応
援
し

て
い
ま
す
。

�

（
坂
井
） どんな網目ができるかな
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皆
さ
ん「
セ
リ
ア
ッ

ク
病
」
を
御
存
知
で

す
か
。
欧
米
で
麦
類

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

で
あ
る
グ
ル
テ
ン
が

小
腸
内
の
吸
収
不
良
で
起
こ
り
ま
す
。
現
在

１
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
み
ら
れ
、
年
々

対
象
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
日
本
で
は
米
消
費
が
年
10
万
ト
ン
減

少
し
て
い
ま
す
。
米
を
米
粉
と
し
て
欧
米
に

輸
出
す
れ
ば
米
余
り
は
解
消
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
を
見
て
も
米
を
栽

培
で
き
る
地
域
は
限
ら
れ
て
い
て
、
日
本
を

含
む
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
等
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
栽
培
で

き
ま
せ
ん
。

　
冬
は
雪
が
降
る
気
象
条
件
の
新
潟
で
生
き

残
る
に
は
、
米
粉
に
合
っ
た
種
子
の
開
発
及

び
生
産
で
「
パ
ン
類
」「
め
ん
類
」「
パ
ス
タ
」

等
で
消
費
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
で
国
を

挙
げ
て
、
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
調
査
部
会
長
に
就
任
し
て

第
２
調
査
部
会
長

渡
邉
　
勝
夫

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施中です！
　農業委員会による農地パトロール（農地利用状況調査）を実施しています。農地の利用促進につなげる
ための情報収集を目的に、７月から管内の全農地を対象に、遊休農地はないか（耕作放棄をして農地が荒
れていないか）、農地の違反転用はないか、不法投棄がないか等の調査を実施しています。
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平成31年度　三条市農業委員会事業計画（概要）
Ⅰ　基本方針
　農業・農村をめぐる情勢は、長引く農産物価格の低迷や、担い手の減少・高齢化が進行するとともに、
耕作放棄地が増加するなど、農業生産構造の脆弱さや地域活力の低下が顕在化してきている。
　三条市農業委員会は、農業委員と農地利用最適化推進委員が関係団体と連携し、農業生産力の増進及び
農業経営の合理化を図り、農業者の信頼と期待に応えていくことを基本方針として活動する。

Ⅱ　事業計画
１　会議関係
　⑴　定例総会　　　　⑵　臨時総会　　　　　⑶　調査部会　　　　　　⑷　農政対策部会
　⑸　特別調査部会　　⑹　作況調査検討会　　⑺　和解の仲介委員会

２　研修会・講演会の開催
　⑴　農政・消費問題等の講演会を開催　　　　⑵　委員研修会の実施

３　視察研修関係
　⑴　農業委員及び農地利用最適化推進委員研修　　⑵　１日研修

４　的確な農地行政と構造政策の推進
　農地転用などの権限委譲や転用規制見直しなどから一層の慎重審査を行う。また、農業生産条件を整備
し、生産性の高い農業経営の実現や農用地を有効利用するため、適正な農地行政を推進し、農用地の多面
的な利活用と併せて優良農地確保を図る活動等を次のとおり行う。
　⑴　農地の権利移動案件の意見決定に当っての慎重審査
　⑵　農地転用案件の意見決定に当たっての慎重審査
　⑶　無断転用防止と遊休農地（耕作放棄地）防止・解消に向けた活動
　⑷　農地政策見直しに対して、農地制度の根幹の維持を求める活動

５　農政対策の推進
　⑴　農業者の立場に立った建議、意見公表、要望活動の実施
　⑵　農林関係予算の確保対策
　⑶　担い手（法人）確保・育成に向けた取組
　⑷　環境にやさしい農業と安全・安心な農業の振興
　⑸　地産地消活動及び食農教育の推進
　⑹　農産物の付加価値向上に関する取組

６　農地銀行活動事業の充実
　経営規模拡大を志向する意欲ある農業者支援として、農地銀行活動事業をより一層充実する。

７　啓発活動の充実
　農業委員会だより「向日葵」編集強化など啓発活動の充実に努める。

８　農業者年金業務の推進
　農業者年金業務を適正かつ円滑に推進するため、加入推進部長を中心として、次の事業を行う。
　⑴　新農業者年金制度の普及と定着
　⑵　新農業者年金加入者の拡大及び目標の達成
　⑶　年金相談活動の充実
　⑷　新規受給者を対象とした研修会の開催

９　「全国農業新聞」等の普及拡大
　「全国農業新聞」及び「全国農業図書」の普及拡大に努め、農業者へ情報提供活動を推進する。
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三
条
市
農
業
委
員
・
推
進
委
員
は
７

月
４
日
～
５
日
の
２
日
間
で
山
梨
県
の

韮
崎
市
と
甲
府
市
へ
視
察
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
韮
崎
市
は
、

甲
府
盆
地
の
北
西
に
位
置
し
人
口
は
約

３
万
人
で
す
。
特
産
果
物
で
あ
る
ブ
ド

ウ
を
活
用
し
、
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
市
と

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
運
営
す
る
本
坊
酒
造
が

共
同
で
出
資
し
、
２
年
前
の
秋
、〝
マ
ル

ス
穂
坂
ワ
イ
ナ
リ
ー
〟
が
誕
生
し
ま
し

た
。
年
間
４
５
０
ｔ
の
ブ
ド
ウ
を
使
用

し
、
醸
造
し
て
い
て
、
自
社
畑
と
は
別

に
地
元
農
家
と
16�

ha
の
畑
で
契
約
栽
培

を
し
て
い
ま
す
。
山
梨
県
で
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
80
箇
所
以
上
あ
り
、
果
物
農
家

と
連
帯
を
結
び
地
域
の
特
産
物
を
築
き

上
げ
て
い
る
事
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

毎
年
11
月
３
日
は
、
新
酒
ワ
イ
ン
の
解

禁
日
で
あ
り
、
祭
典
で
も
あ
る
「
山
梨

ヌ
ー
ボ
ー
」
が
あ
る
そ
う
で
す
。
私
も
、

ぜ
ひ
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
甲
府
市
内
に
あ
る
〝
宮
川

葡
萄
園
〟
に
行
き
ま
し
た
。
宮
川
さ
ん

の
畑
は
、
標
高
３
３
０
ｍ
の
甲
府
盆
地

が
見
渡
せ
る
急
な
斜
面
に
あ
り
、
15
種

類
の
ブ
ド
ウ
を
１
ha
栽
培
し
て
い
ま
す
。

急
斜
面
の
為
、
機
械
防
除
作
業
等
は
難

し
く
、
全
て
の
畑
を
歩
き
ま
わ
り
防
除

す
る
そ
う
で
す
。
畑
か
ら
は
、
甲
府
盆

地
が
一
望
で
き
と
て
も
絶
景
で
し

た
。
そ
の
為
、
斜
面
に
住
宅
を
構

え
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
甲
府
市
で
は
、
果
樹
に
限
り
枝

を
燃
や
し
て
処
分
す
る
事
は
条
例

で
許
可
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

近
隣
か
ら
煙
の
苦
情
や
山
火
事
で

は
と
近
隣
か
ら
通
報
が
あ
る
た
め
、

焼
却
時
の
約
束
と
し
て
、
日
時
や

場
所
を
消
防
署
に
事
前
に
報
告
す

る
と
の
事
で
し
た
。
病
原
菌
や
害

虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
農

薬
よ
り
も
焼
却
す
る
こ
と
が
一
番

効
果
が
高
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
近
隣
の
方
々
と
親
睦

を
深
め
る
た
め
果
樹
の
枝
を
使
っ

た
焚
火
で
、
焼
き
芋
を
振
舞
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
築
き
上
げ
て
い
る
宮
川

さ
ん
に
農
村
と
都
市
と
の
調
和
作

り
の
基
本
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

�
（
大
桃
）

先進地視察 山梨県 韮崎市　本坊酒造㈱「マルス穂坂ワイナリー」
　　　 甲府市　宮川葡萄園

マルス穂坂ワイナリーの視察の様子

マスカットベリーＡ 宮川葡萄園の視察の様子
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農業者年金に加入しませんか
税制面で大きな優遇措置があります

農業者年金は公的な年金制度ですから、税制面でも民間の個人年金保険とは大
きく異なり、「入口から出口までの優遇措置」があります。

○�一般の預貯金等の利子には20％の税金がかかりますが、農業者年金の運用益は非課税
ですので、その分年金原資が多くなります。

②年金資産の運用益も非課税

年金資産の運用実績
年　度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

修正総合
利回り（%）－4.65 ＋5.99 ＋3.40 ＋9.80 ＋3.27 －4.73 －9.25 ＋9.14 －0.06 ＋2.36 ＋9.62 ＋7.75 ＋8.78 －0.6 +3.26 +4.75

平均運用利回り 年率で+2.89%

○�農業者年金として受け取った年金は、税制上、公的年金等控除の対象となり、65歳以
上の方であれば、公的年金等の合計額が120万円までは全額非課税となります。
○�被保険者又は受給者が80歳前に亡くなられた場合に遺族に
支給される死亡一時金は非課税となっています。

③受け取る年金も公的年金等控除の対象に

詳しくは、三条市農業委員会事務局までお問い合せください。
　　　　　　　　　　　 電話：34-5635（直通）

○�農業者年金に加入して、その年に支払った保険料の全額が、所得税・住民税の「社会保険
料控除」の対象になります。いくら安くなるかは、適用される税率によって差がありま
すが、支払った保険料の１５％から３０％程度の税額が安くなる「節税効果」があります。

①社会保険料控除による節税

保険料控除分の節税額（所得税・住民税）の目安

課税対象所得 税率 保険料月額2万円
（年額24万円）の場合

保険料月額6万7千円
（年額80万4千円）の場合

195万円以下 15.1% 3万6千円 12万1千円

195万円超
330万円以下 20.2% 4万8千円 16万2千円

330万円超
695万円以下 30.4% 7万3千円 24万4千円

※�保険料支払分で控除される所得税＋復興特別所得税＋個人住民税の額の試算です。保険料支払い後も保険料支払い前
と適用される税率に変更がないものとして試算しています。
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編 集 後 記
　今回の向日葵では、新しく動き出した方々にお話しをお聞きしました。
農業従事者の高齢化、担い手不足、耕作放棄地、農地集積の低迷、なかなか難しい課題が多い中、
少しずつですが新しい動きがあり明るい話題です。
これからもこの地域の次世代農業を模索・応援し、発信して行きたいと思います。
追伸、取材協力の皆様方大変有難うございました、またお願いします。
� （坂井）
委員長　坂井　浩行　　副委員長　清野　秀作　　三師　満夫　　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　小川　弘樹　　田邉　敦子　　佐藤　一富　　井上　利弥　　吉田　精一　　原田　孝一

　農地の所有権移転の許可申請や農地転用許可申請などの締め切りは、毎月10日（10日が休日の場合は前
日又は前々日）となります。

農地の売買、貸借などの締め切り日
農地法第３条、４条、５条、基盤強化法関係

９月10日㈫　10月10日㈭　11月８日㈮　12月10日㈫
１月10日㈮　２月10日㈪　３月10日㈫

総　会　開　催　日
９月30日㈪　10月31日㈭　11月29日㈮　12月26日㈭
１月31日㈮　２月28日㈮　３月27日㈮

　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行する農業総合専門紙です。
　「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめています。また、多くの読者の皆様
に満足して頂けるよう、家族全員が楽しめる記事も充実しています。さらに、全国47都道府県にある支局
の県版・地方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地域独自のイベント情報などの提供に
努めています。

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）


